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1‐(1) 公共交通施策に関連して                        

１ はじめに                              

・９月に、自動運転バスの運行について、ルートや便数など概要をお知らせしたが、 

先月から乗車予約の受付を開始しており、土日を中心に好調 
 

・今回の自動運転バスは、公共交通のデザインで著名な水戸岡鋭
えい

治
じ

氏が手掛けた 

 
・水戸岡氏は、本市を運行する連節バス「清流ライナー」をはじめ、 

JR 九州のクルーズトレイン「ななつ星 in 九州」など、 

公共交通のデザインに多く携わられ、菊池
き く ち

寛
かん

賞などの数多くの賞を受賞 

 

①  自動運転バスのデザインについて                   

・自動運転バスのデザインは、赤を基調とした、 

「GIFU HEART BUS（ギフハートバス）」 

 

・水戸岡氏によるデザインコンセプトについての主なコメント 

 

（３行目の２） 

‣ 赤バス「GIFU HEART BUS」 は、 

岐阜の街の経済と文化と人を結ぶ公共移動装置としてデザイン 

 

（３の２行目） 

‣  岐阜という地域のアイデンティティを洗練された形で表現 

 

（５の２行目） 

‣  改革精神を色で表すと赤ではないだろうか 

岐阜のまちが変わろうとする進化のシンボルを赤バス（GIFU HEART BUS）に託す 

 

（最後の２行） 

‣  楽しくて、元気で、明るくて、やさしい、 

ワクワク・ドキドキさせるバスの色は、赤が最もふさわしい 

 

・水戸岡氏は、内装やバス停のデザインも手掛けた 

 

・バス停は、車両と合わせて赤を基調とし、 

バスの内装は、青を基調としたシート生地
き じ

で、３台の車両それぞれ異なるデザイン 

 

・運行初日の１１月２５日（土）には、 

ぎふメディアコスモス みんなの広場 カオカオにて、 

国土交通省や岐阜県警、経済界や地域の方々など、自動運転バスの運行に 

ご協力いただいている皆様にお集まりいただき、出発式を開催 

 

・出発式において、市内を運行する３台の GIFU HEART BUS を皆様の前でご披露 

 

・ご希望される記者の皆様には、出発式当日にご乗車いただく予定 
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② 公共交通フェスタ２０２３について                    
 
（１） これまでの歩み 

 
・公共交通フェスタは、市民の皆様に公共交通に親しんでもらうイベントで、 

お子様連れのご家族を中心に、大変多くの方にご来場いただいている 

 

・平成２６年度から毎年開催し、今年で記念すべき１０回目 

 

・これまで、岐阜駅北口駅前広場や、長良橋通り、金華橋通りなど様々な会場で開催 

 

・賛同いただいている団体は、交通事業者をはじめ、国土交通省や岐阜県警、 

金融機関など、平成２６年当初の約３倍となる１３団体が参画 

 

（２） 実施概要 
 

○ GIFU HEART BUS 継続運行記念の新たな企画 
 

・水戸岡氏デザインの GIFU HEART BUS と連節バスの２台が並んだ車両展示 

 

・会場内で未来の無人自動運転を体験できる「レベル４自動運転バス乗車体験」 

 

・昨年好評であった 

公共交通フェスタと岐阜市立女子短期大学の学生とのコラボレーションによる 

連節バスをステージとしたファッションショーをパワーアップした 

「自動運転バスと連節バス de ファッションショー」 

 

・会場への来場やイベント参加の特典として、 

ペーパークラフトや風船など GIFU HEART BUS 関連グッズを多数用意 
 
○ その他の主な企画 

 
・幼いお子様にもバスに親しんでもらえる、 

市立図書館によるコミュニティバス車内での、バスにまつわる絵本の読み聞かせ 
 

・毎年恒例のパトカーや白バイ、津波・大規模風水害対策車など 

普段間近で触れることができない働くクルマの展示も予定 

 

・会場にはキッチンカーも出店し、１日中楽しめるイベントとなっている 
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1-(2) セントラルパーク金公園 クリスマスイベントについて  

 

１ はじめに                               

・リニューアルしたセントラルパーク金公園は、 

市民アンケート調査や地域商店街の皆様等の意見を伺いながら、 

約２年間の工事期間を経て、今年 3 月に完成 

・以来、芝生の上で思い思いに過ごす方や、 

遊具や斜面すべりで楽しむ子どもたちなど、多くの皆様が利用 

・土日を中心としたキッチンカーの出店や、マルシェの開催、 

公園で映画を楽しむパークシネマなどを実施し、様々な活用方法を示してきた 

➡その結果、整備前の令和２年度から公園の使用申請は約 10 倍まで増加 

 

・公園を、さらに楽しんでいただき、 

賑わいの創出や回遊性の向上につなげていくため、 

『冬でも楽しめる特別な空間』を提供し、公園の多様な使い方について検証する 

社会実験イベントを実施 

 

2 社会実験「クリスマスイベント」の概要                 

・開催期間は 12 月 15 日(金)から 24 日(日)までの 10 日間 

・「メリークリスマス エブリワン 

みんなの場所で、みんなのクリスマス」をテーマに様々な催しを実施 

 

（１）公園を楽しむ特別な空間 

・期間中、毎日利用できる竹を使用した、かまくら型のドーム 

「オープン エアー バンブー リビング」を芝生広場に設置 

・ベンチやテーブル、毛布やクッション、ストーブを用意し、 

冬でも暖かく、憩い、うるおう空間を提供。 

 

（２）飲食を楽しむ特別な空間 

・週末には、夜空にきらめく星をイメージした巨大な「スターテント」を設置 

・珈琲やホットワイン、ウイスキーをはじめ、 

ホットサンドやピザなどの食事が楽しめる「コガネナイトカフェ」を開催 

・コガネナイトカフェは、5日間開催し、８店舗が日替わりで出店 

 

（３）買い物を楽しむ特別な空間 

・期間中、クリスマス限定のマーケットイベントを含む 

３つのマーケットイベントを開催 
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・17 日(日)は「サンデービルヂングマーケット」 

・21 日(木)は木曜日限定で開催される「ワイモクマーケット」 

・23 日(土)と 24 日(日)の 2 日間は、クリスマス限定マーケットを開催 

 

（４）その他 

・セントラルパークの楽しみ方などを紹介する「案内人(コンシェルジュ)」が、 

フィンランドの伝統的なゲームである「モルック」やバドミントン、 

移動式遊具（モップス）など、いろいろなアイテムを案内 

・サンビルを開催する 17 日(日)には、クリスマス アンサンブル コンサートを開催 

 


